
真庭市議会広報 第64号第64号
６月１日発行６月１日発行

令和３年 2021年令和３年 2021年

まにわまにわ市   章 まにわまにわまにわまにわ

旧遷喬尋常小学校のクスノキ
議会事務局も新体制

左から、池田・畦崎・三浦・氏平・南19ページに議場写真など新体制を掲載

ス
タ
ー
ト

体
制
で
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議長に小田、副議長に岩本議長に小田、副議長に岩本議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

真
庭
市
監
査
委
員

真
庭
市
監
査
委
員

議
会
広
報
編
集

　特
別
委
員
会

議
会
広
報
編
集

　特
別
委
員
会

岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

議　長議　長 副議長副議長
　令
和
３
年
４
月
28
日
に
開
催
し
た
令
和

３
年
第
３
回
臨
時
会
で
議
長
、
副
議
長
を

選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
、
監
査
委
員
等
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　こ
の
体
制
で
２
年
間
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
体
制
で

新
体
制
で

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

数
字
は
議
席
番
号
五
十
音
順

　
真
庭
市
議
会
に
対
し
ご
理
解

ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
我
々
議
会
は
市
民
の
幸
福
追

求
を
最
大
の
目
標
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。共
通
の
目
標
を

も
つ
執
行
部
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

と
し
て
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
べ
く
是
々
非
々
で
議
会
運

営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
議
会
改
革
が
待
っ
た
な
し
で

す
。議
員
定
数
に
つ
い
て
は
議

員
全
員
で
し
っ
か
り
と
協
議
を

重
ね
、合
意
形
成
を
は
か
り
、成

案
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。ま
た
議
会
の
調

査
・
研
究
内
容
や
審
議
内
容
を

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
で
き

る
だ
け
素
早
く
公
開
し
、
市
民

に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
議
会
改
革
の
端
緒
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
存
在

意
義
と
理
由
を
ご
理
解
頂
け
る

よ
う
に
、
最
大
限
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
会
改
革
待
っ
た
な
し

真
庭
市
議
会

　議
長

　小

　田

　康

　文

産業建設常任委員会

委
員
長
　
　
𠮷
𠮷

𠮷𠮷
𠮷

副
委
員
長
　
黒
川
　
　
愛

委
員
　
　
　
伊
賀
　
基
之

　
　
　
　
　
大
月
　
説
子

　
　
　
　
　
緒
形
　
　
尚

　
　
　
　
　
森
脇
　
正
和

集
合
写
真
を
24
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
い
ま
す

　
真
庭
市
と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
議
会

の
役
割
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
下

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
民
の
不
安
や
厳
し
い

経
済
状
況
に
、議
会
と
し
て
ど
う
応
え
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
が
市
民
の
中
に
飛
び
込
み
、そ
の
実
情

を
汲
み
取
り
、い
か
に
行
政
施
策
と
し
て
反
映

さ
せ
る
か
が
議
員
の
責
務
だ
か
ら
で
す
。首
長

に
は
地
方
自
治
を
行
う
上
で
必
要
な
予
算
の

編
成
や
提
案
、
執
行
権
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終

の
意
思
決
定
は
議
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
私
た
ち
議
員
は
自
覚
し
、
市
民
の

付
託
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
皆
さ
ん
の
多
様
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

市
民
の
付
託
に
応
え
る

真
庭
市
議
会

　副
議
長

　
　
　

岩

　本

　壯

　八

会員委任常生厚教文 会員委任常務総

委員長

緒
形

　
　尚

大
月

　説
子

庄
司

　史
郎

副委員長

妹
尾

　智
之

柴
田

　正
志

𠮷
𠮷

𠮷𠮷
𠮷

小
田

　康
文

伊
藤

　義
則

河
部

　辰
夫

大
月

　説
子

氏
平

　篤
正

以
上
が
本
会
議
で

選
出
さ
れ
た

人
事
で
す

古
南

　源
二

議　長  小田　康文 副議長  岩本　壯八

副委員長
11 伊藤　義則

２ 伊賀　基之

14 氏平　篤正

20 妹尾　智之

委員長
10 大月　説子

４ 浅野　和昭

16 入澤　廣成

24 河部　辰夫

副委員長
３ 黒川　　愛

18 小田　康文

21 古南　源二

９ 森田　敏久

委員長

１ 緒形　　尚

12 加藤　大悟

13 西田　文子

７ 柴田　正志
副委員長

８ 妹島　弘和

15 長尾　　修

６ 福島　一則

５ 𠮷𠮷　啓介

委員長
17 庄司　史郎

19 岩本　壯八

22 中尾　哲雄

23 森脇　正和
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
、

病
院
等
に
協
力
金
を
支
給
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
協

力
金
事
業
４
，
６
８
０
万
円
を
計

上
し
、
国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、
橋

り
ょ
う
点
検
事
業
４
，
８
５
０
万

円
、
国
土
調
査
事
業
１
，
８
２
５
万

円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
特
別
定
額
給
付
金

事
業
等
で
１
億
５
，８
４
４
万
円
を

減
額
、
民
生
費
は
、
乳
幼
児
・
児

童
生
徒
医
療
費
給
付
事
業
、
児
童

手
当
等
に
よ
り
２
億
１
，５
０
３
万

円
を
減
額
、
教
育
費
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
事
業
、
小

学
校
施
設
整
備
事
業
等
に
よ
り

２
億
７
，０
４
９
万
円
を
減
額
し
て

い
ま
す
。

　

諸
支
出
金

は
、
真
庭
市

公
共
施
設
整

備
等
基
金
積

立
金
の
増
額

等
に
よ
り
、

14
億
５
，
１

８
４
万
円
を

増
額
し
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計　

主
な
歳
出

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
協
力
金

に
４
，６
８
０
万
円

令和３年３月第２回真庭市議会３   　会期２月19日 ３月11日～

522億5,769万円を可決しました

令和３年度当初予算

（千円を四捨五入）

左下に会計別予算集計表を掲載

【主な内容】今回の一般質問は13人
・令和３年度当初予算12件及び補正予算11件を可決 
・議案13件を可決　
・人権擁護委員10名を同意

1１億２,９７２万円（2.2％）増対 前 年 比 予算特集は10ページに掲載

一般会計当初予算
特別会計当初予算

公営企業会計当初予算

３１５億５,０００万円
１２５億９,８５９万円
８１億　９１０万円

令和２年度３月補正予算

1,017万円の増額1,017万円の増額
599億4,087万円599億4,087万円 　96億3，599万円（19.2％）増　96億3，599万円（19.2％）増補正後予算額 対 前 年 比

３月議会の会議録は６月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

（千円を四捨五入）

単位：万円令和２年度３月補正　会計別予算集計表
３月補正額

34,546

△12,721

△1,977

2,674

△222

△156

0

0

△2,019

△14,421

△8,547

△3,097

△7,465

△19,109

1,017

補正後予算額

3,994,650

502,084

77,147

625,177

4,415

7,394

3,467

897

12,574

1,233,155

251,786

345,819

168,678

766,283

5,994,087

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

令和2年度に点検した神橋　勝山



制
定
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ

て
は
、
令
和
元
年
に
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
が
執
行
部
に
対
し
、政

策
提
言
し
ま
し
た
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
今
後
の
計
画
は
。

手
話
言
語
施
策
３
か
年
の

計
画
を
作
成
し
た
。全
庁

を
挙
げ
て
ど
う
い
う
取
組
を
す

る
の
か
検
討
し
、
当
事
者
の
意
見

を
十
分
に
各
種
施
策
に
反
映
を

さ
せ
て
い
く
。

　

介
護
保
険
法
に
よ
り
、第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
率
等

は
３
か
年
の
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
ま
す
。今

回
、
第
８
期
計
画
に
基
づ
き
、
所

得
段
階
区
分
及
び
保
険
料
率
の

変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
介
護
保

険
料
は
、
基
準
額
は
第
５
号
、
年

額
６
万
９
，
２
４
０
円
で
、
第
７

期
よ
り
月
額
で
100
円
の
増
額
と

な
り
ま
す
。

　

所
得
段
階
区
分
の
変
更
は
、

大
幅
な
介
護
保
険
料
の
上
昇
を

　

川
上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
川

上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
川

上
保
健
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
は
、

令
和
２
年
度
ま
で
真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
に

指
定
し
、
施
設
管
理
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

5

　

手
話
が
音
声
言
語
で
あ
る
日

本
語
と
対
等
の
﹁
言
語
﹂
で
あ
る

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
ろ
う
者
や

手
話
言
語
に
対
す
る
理
解
を
さ

ら
に
広
げ
、
手
話
言
語
を
使
用
で

き
る
環
境
を
整
え
、市
、市
民
、ろ

う
者
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

A Q

抑
制
す
る
た
め
、
第
７
期
計
画
の

９
段
階
か
ら
第
８
期
計
画
で
は

11
段
階
へ
変
更
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
月
額
100
円

増
額
は
全
国
的
に
も
非
常

に
低
く
抑
え
ら
れ
た
と
思
う
。こ

れ
だ
け
低
く
抑
え
ら
れ
た
要
因

は
何
か
。介護

保
険
料
が
低
く
抑
え

ら
れ
た
要
因
は
、
第
８
期

計
画
中
に
新
規
の
新
設
施
設
が

な
い
。

　

ま
た
、集
い
の
場
を
含
め
た
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
を
し
っ
か
り
推
進
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
一
つ
と
考
え
て

い
る
。

A Q

Q：Question= 問 A：Answer= 答5

手
話
言
語
条
例
を
制
定

手話で委員会報告をする岡崎委員長

3月定例会

主な

議決
内容

介
護
保
険
料

　
　
　

  

月
100
円
増

　

本
年
６
月
か
ら
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ

て
い
る
多
機
能
端
末
か
ら
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
住
民
票
の

写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、課
税
証

明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明

書
の
交
付
は
ど
の
程
度
と

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

近
隣
市
の
状
況
か
ら
発
行

数
の
約
３
％
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。

A Q コ
ン
ビ
ニ
で

各
種
証
明
書

　

内
、川
上
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は

蒜
山
振
興
局
川
上
出
張
所
が
併

設
さ
れ
、
市
職
員
が
常
駐
し
て

い
ま
す
。隣
接
す
る
各
施
設
の

管
理
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
令

和
３
年
度
か
ら
市
直
営
と
な
り

ま
す
。

川
上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

                 

３
施
設
を
市
直
営
に

令和２年度２月補正予算
３億277万円を可決しました

第１回真庭市議会臨時会
令和３年２月

２月８日開催

599億3，071万円599億3，071万円 101憶4，372万円（20．4％）増101憶4，372万円（20．4％）増補正後全会計予算額 対 前 年 比
（千円を四捨五入）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため予防接種法に基づ
いてワクチン接種を行う新型コロナウイルス予防接種事業2億6,574 万円を増
額しています。
　また、新型コロナウイルス感染症による経済的な影響を受けた小規模事
業者及び中小企業者に支援金を支給する事業者臨時支援金支給事業3,103 
万円、臨時支援金の支給を受ける事業者が実施する感染予防対策や販路開
拓等を支援する小さな設備投資等補助事業600 万円を増額しています。
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真
庭
市
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
が

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
を
活
用
し
、専
門
的
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企
業
の
人
材

の
派
遣
を
受
け
る
た
め
、真
庭
市

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に

﹁
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

派
遣
職
員
﹂を
追
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
国
の
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
条
例
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
市
が
指
定
す
る
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
支
援
、
居
宅
介
護

支
援
の
事
業
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。主
な
改
正
点
は
、

①
感
染
症
対
策
の
強
化
、
②
業

務
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化
、
③
認
知
症
介
護
基
礎
研

修
の
受
講
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
強
化
な
ど
で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
で
人
材
の
受

け
入
れ

指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
か

か
る
条
例
の
改
正

3月定例会

指
定
管
理
者
が
決
定

▼
真
庭
市
蒜
山
観
光
文
化
発
信

拠
点
施
設
︵
蒜
山
上
福
田
︶　

非

公
募
１
団
体　

指
定
先
＝
㈱
グ
リ
ー
ン
ズ　

代

表
取
締
役　

石
賀
幹
浩

期
間　

令
和
３
年
７
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日

指
定
管
理
料
２
，８
１
２
万
円

▼
真
庭
市
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

︵
美
甘
︶　

公
募
３
団
体　

指
定
先
＝
㈱
い
ち　

代
表
取
締

役　

高
橋
真
一　

期
間　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日

指
定
管
理
料
２
，５
９
５
万
円

教
育
委
員
に

常
本
直
史
氏
再
任

監
査
委
員
に

近
藤
英
幸
氏
再
任

津山市　64歳
Ｈ29年より同職

台金屋　71歳
Ｈ25年より同職

議長に小田康文  副議長に岩本壯八

第３回真庭市議会臨時会
令和３年４月

４月28日開催

522億8，616万円522億8，616万円 11億5，819万円（2．3％）増11億5，819万円（2．3％）増補正後全会計予算額 対前年比
（千円を四捨五入）

公用車事故による専決処分の報告、新型コロナウイルス感染症の影響を受け
ているひとり親世帯を早急に支援するため2,847万円を増額する令和３年度補
正予算及び税条例の専決処分の承認、教育委員会委員に常本直史を再任する
人事案、監査委員に近藤英幸を再任する人事案、議会選出監査委員に古南源二
を選任する人事案３件に同意しました。（敬称略）
　また、議長、副議長選挙を行い、議長に小田康文、副議長に岩本壯八を選出
しました。選挙の結果は次のとおり。
▼議長選挙：小田康文13票　中尾哲雄10票　無効１票　
▼副議長選挙：岩本壯八12票　氏平篤正12票 （同票のためくじによる）

クリエイト菅谷　センターハウス

パビリオンの内部 CLTパビリオン



が
あ
り
ま
し
た
。
市
が
建
物
を
解
体
し
、更

地
に
し
て
売
却
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。付

属
の
体
育
館
も
解
体
す
る
の
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場
所
に
な
っ

て
い
る
が
、
協
議
し
て
い
る
か
。

体
育
館
も
含
め
て
解
体
を
予
定
し

て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場

所
の
件
は
協
議
し
て
い
る
。地
域
に
開
か
れ

た
施
設
を
目
指
す
の
で
、ぜ
ひ
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

■
地
域
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶

　

交
流
定
住
推
進
課
か
ら
、
地
域
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

真
庭
に
新
し
い
形
の
自
治
が
生
ま
れ
て

い
く
場
所
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、設
置

す
る
も
の
で
、行
政
の
縦
割
り
に
左
右
さ
れ

な
い
で
、住
民
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で

き
る
場
に
な
り
、お
年
寄
り
か
ら
小
さ
い
子

ど
も
達
ま
で
、
男
女
問
わ
ず
住
民
が
日
常

的
に
集
ま
っ
て
何
か
活
動
を
行
う
。
地
域

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
経
済
も

　

本
委
員
会
は
、
12
月
９
日
、
２
月
２
日

に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
北
房
分
署
庁
舎
整
備

　

消
防
本
部
総
務
課
か
ら
、
北
房
分
署
庁

舎
整
備
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
の
委
員
会
で
は
、
北
房
分
署
の
新

庁
舎
建
設
場
所
に
つ
い
て
、﹁
消
防
本
部
・

分
署
等
庁
舎
整
備
計
画
﹂
に
お
い
て
、
現

在
の
消
防
庁
舎
の
位
置
が
ほ
ぼ
適
正
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
お
り
、現
在
地
か
ら
半
径
500

メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
公
有
地
３
カ
所
、民

有
地
２
カ
所
で
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
現
庁

舎
か
ら
大
き
な
移
動
も
な
く
、
現
場
到
着

時
間
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、

訓
練
場
と
一
体
的
に
有
効
に
活
用
で
き
る
、

現
分
署
訓
練
場
の
東
側
に
あ
る
田
が
最
適

地
と
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
の
委
員
会
で
は
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、令
和
２
年
度
中
に
﹁
北

房
分
署
庁
舎
整
備
基
本
計
画
﹂
を
策
定
し
、

令
和
３
～
４
年
度
で
用
地
取
得
、
基
本
設

計
、
実
施
設
計
、
業
務
の
開
始
を
行
い
、
令

和
５
年
度
で
旧
庁
舎
解
体
工
事
の
予
定
で

あ
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

様
々
な
価
値
観
が
生
ま
れ
て
い
く
場
を
作

ろ
う
と
す
る
も
の
と
の
こ
と
で
す
。

　

規
模
的
に
は
、
概
ね
旧
小
学
校
区
程
度

を
想
定
し
て
お
り
、
令
和
３
年
６
月
議
会

で
条
例
の
新
規
制
定
、
関
係
条
例
の
改
正

を
し
、
７
月
施
行
を
目
指
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

最
初
の
設
置
を
湯
原
の
二
川
地
区
で
検

討
を
進
め
て
お
り
、旧
二
川
小
学
校
を
拠
点

と
し
た
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。そ
れ
に
伴

い
、
二
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
湯
原

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
湯
原
地
区
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
二
川
地
域
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
、
施
設
の
統
廃
合
、

複
合
化
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

■
旧
上
水
田
小
学
校
の
利
活
用

　

財
産
活
用
課
か
ら
、旧
上
水
田
小
学
校
の

利
活
用
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

廃
校
等
利
活
用
提
案
募
集
事
業
に
よ

り
、
旧
上
水
田
小
学
校
用
地
を
現
在
真
庭

市
五
名
に
あ
る
障
が
い
者
支
援
施
設
コ
ス

モ
ス
の
園
の
建
替
移
設
用
地
と
し
て
活
用

し
た
い
と
の
提
案
を
採
用
し
た
と
の
報
告

A Q

Q：Question= 問 A：Answer= 答

《
総
合
政
策
部
》

《

総

務

部

》

《

消

防

本

部

》
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現在の北房分署

旧二川小学校を地域自治振興センターに



■
久
世
地
域
の
幼
児
教
育
施
設
整
備
を

子
育
て
支
援
課
よ
り
、
久
世
地
域
の
幼

児
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
米
来
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
に

向
け
て
工
事
を
進
め
て
お
り
、４
月
か
ら
の

開
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
３
点

の
久
世
地
域
に
お
け
る
整
備
構
想
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
点
目
は
久
世
こ
ど
も
園
の
充
実
で
す
。

１
歳
児
、２
歳
児
の
受
入
を
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
久
世
保
育
園
の
老
朽
化
へ
の

対
応
で
す
。
久
世
こ
ど
も
園
の
充
実
に
伴

い
、老
朽
化
の
進
む
久
世
保
育
園
を
廃
園
の

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の
給
食
の

対
応
で
す
。
久
世
地
域
の
こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
の
給
食
を
担
う
専
用
共
同
調
理
場
の
新

設
を
検
討
し
ま
す
。
現
在
は
小
中
学
校
の

給
食
調
理
場
か
ら
の
提
供
で
す
が
、新
設
に

よ
り
、子
ど
も
の
発
育
段
階
に
応
じ
た
離
乳

食
・
幼
児
食
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
保
護
者
の
方
へ
も
説
明
を
し
、
意

見
を
聞
い
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
10
日
、
18
日
、
２

月
１
日
に
開
催
し
、各
担
当
部
局
の
出
席
を

求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
津
田
地
域
の"
あ
し
〞構
築
に
向
け
て

く
ら
し
安
全
課
よ
り
、津
田
地
域
の
あ
し

構
築
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

津
田
地
域
は
、
日
常
的
に
落
合
の
中
心

地
ま
で
の
外
出
が
欠
か
せ
な
い
地
域
で
す

が
、
高
齢
化
が
進
み
、
車
の
運
転
に
は
不
安

が
あ
る
、バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
い
け
な
い
と

い
っ
た
声
が
あ
り
、高
齢
者
の
移
動
に
課
題

が
あ
る
地
域
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上
と
、

枝
線
運
行
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化
を
図

る
た
め
、
市
内
２
例
目
と
な
る
地
域
運
行

﹁
津
田
地
域
ル
ー
ト
﹂
の
新
設
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
５
月
か
ら
話
し
合
い
を
始
め
、

地
元
説
明
会
や
二
川
デ
マ
ン
ド
交
通
の
視

察
も
行
い
、運
行
内
容
を
詰
め
て
い
る
段
階

と
の
こ
と
で
す
。

　

運
行
方
式
は
二
川
と
同
様
に
事
務
局
と

運
転
手
の
役
割
分
担
、
利
用
者
の
ル
ー
ル

を
決
め
て
行
う
デ
マ
ン
ド
型
運
行
と
な
り

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
向
け
て

健
康
推
進
課
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
国
・
県
・

真
庭
市
の
役
割
分
担
や
接
種
順
位
、
現
時

点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
で
は
、
全
庁
的
な
体
制
を
整
え

﹁
真
庭
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
対
策
推
進
本
部
﹂
を
設
置
し
、予
防

接
種
に
関
す
る
基
本
方
針
の
策
定
や
医
療

機
関
等
と
の
調
整
、市
民
へ
の
予
防
接
種
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

　

更
に﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
対
策
チ
ー
ム
﹂
を
設
置
し
、ワ
ク
チ

ン
接
種
や
健
康
被
害
に
関
す
る
相
談
を
行

い
ま
す
。

ま
す
。
運
行
エ
リ
ア
は
落
合
の
主
要
施
設

を
中
心
に
利
用
者
か
ら
の
予
約
に
基
づ
き
、

必
要
な
ル
ー
ト
を
運
行
し
ま
す
。

　

４
月
に
は
運
行
開
始
予
定
で
、
既
存
の

﹁
吉
ル
ー
ト
﹂
と
﹁
吉
・
田
原
山
上
ル
ー
ト
﹂

を
転
換
し
、地
域
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
運
行
と

な
る
予
定
で
す
。

《

生

活

環

境

部

》

《

健

康

福

祉

部

》

老朽化の進む久世保育園

8

コロナワクチン代行予約受付の様子



ジ
カ
を
223
頭
処
理
し
、
う
ち
180
頭
を
美
作

の
地
美
恵
の
郷
に
出
荷
し
ま
し
た
。加
え
て

池
田
動
物
園
と
連
携
し
、出
荷
で
き
な
か
っ

た
個
体
に
つ
い
て
は
、肉
食
獣
用
の
餌
と
し

て
供
給
を
現
在
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
被
害
が
広
域
化
し
、
深
刻
に
な
っ

て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、昨
年
度
か
ら
猿
被

害
に
強
い
集
落
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
、

今
年
度
は
加
害
群
の
除
去
に
必
要
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
の
装
着
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。市
内
の
３
群
の
雌
猿

に
首
輪
を
取
り
付
け
、
行
動
圏
を
特
定
し
、

定
点
監
視
に
よ
っ
て
個
体
数
を
把
握
し
、次

年
度
以
降
の
捕
獲
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

■
地
域
振
興
計
画
策
定
中

　

各
振
興
局
よ
り
、
現
在
策
定
中
の
地
域

振
興
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
、報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

地
域
振
興
計
画
は
、
昨
年
度
策
定
し
た

蒜
山
地
域
振
興
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
た
計
画
で
、観
光
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、滞
在
型
観
光
や
関
係
人
口
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。観
光
地
域
づ
く

り
の
推
進
の
た
め
、
各
地
域
の
個
性
に
応

じ
た
計
画
で
す
。

　

振
興
局
ご
と
に
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、

蒜
山
地
域
振
興
計
画
を
ふ
ま
え
、
観
光
に

特
化
し
た
地
域
づ
く
り
の
計
画
と
な
る
よ

う
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

見
積
が
高
額
で
あ
っ
た
。足
温
泉
の
エ
ア
コ

ン
は
ま
だ
使
用
可
能
で
、オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

■
鳥
獣
害
対
策
の
進
捗
状
況

　

農
業
振
興
課
か
ら
、
鳥
獣
害
対
策
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
11
日
、
２
月
３
日

に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
足
温
泉
館
を
改
修

　

湯
原
振
興
局
よ
り
、足
温
泉
の
改
修
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

足
温
泉
館
の
更
な
る
魅
力
向
上
の
た
め
、

温
泉
を
源
泉
か
け
流
し
に
、
湧
出
量
に
見

合
っ
た
浴
槽
の
大
き
さ
へ
の
改
修
、
ボ
イ

ラ
ー
の
更
新
、
シ
ャ
ワ
ー
の
上
水
化
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
内
装
改
修
等
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
抗
菌
設
備
へ
の
改
善
と
し
て
、

カ
ラ
ン
等
の
交
換
、換
気
機
能
の
改
善
と
し

て
、
営
業
中
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
難
し
く
、

老
朽
化
し
て
換
気
機
能
が
低
下
し
て
い
る

換
気
扇
の
交
換
、
エ
ア
コ
ン
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
に
よ
る
機
能
向
上
と
長
寿
命
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
よ
り

も
、
新
し
く
設
置
し
た
ほ
う
が
安
く

な
る
の
で
は
。

湯
本
温
泉
館
に
設
置
し
て
い
る
エ

ア
コ
ン
の
調
子
が
悪
く
、
修
理
費
用

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

捕
獲
数
は
地
域
、
猟
友
会
の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
カ
ー
の
稼
働
状
況
も
昨
年
比
大

幅
増
と
な
っ
て
お
り
、11
月
末
現
在
ニ
ホ
ン

Q：Question= 問　A：Answer= 答

《

産
業
観
光
部
》

《

湯
原
振
興
局
》

《

振

興

局

》

A Q
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足温泉館リニューアル 4.29オープン

ジビエカーをラッピング



道路メンテナンス事業（橋りょ
う・トンネル)  　　3億 280万円
空家等対策事業（除却等）

1,415 万円
コミュニティバス運行事業

1億 5,596万円

共助による地域の“あし”構築事業
491万円

５ 「ひと」と「まち」の将来に責任
を持つ市役所  148億7,300万円

Humanプロモーション（シティプ  
ロモーション）                  680万円
真庭ひかりネットワーク臨時管
理事業 　　　　 1億1,667万円
行政情報データベース活用事業

208万円
老朽化施設除却事業

1億 571万円

地域エネルギー100％のまちづく
り推進事業                　  325万円
林業・木材・木造建築教育・研究

  ゾーン構想推進事業   200万円
価値創造型伴走支援事業

500万円

４ 生活しやすく品格のある都市
53億700万円

家屋等被害対策大径広葉樹伐
採支援事業                     300万円
高機能消防指令システム構築業
務                               2億2,593万円

北房分署庁舎整備事業
7,264万円

生ごみ等資源化施設整備事業
13 億 2,109万円

2050カーボンニュートラルまにわ
構築事業      　　　　  640万円

３ 多彩で循環性のある持続可能 
なまち            23億4,400万円

空家等対策事業（利活用）
5,460万円

集落支援員設置事業
1,055 万円

蒜山⇔晴海プロジェクト推進事
業　　　　　　　    4,472万円
ＣＬＴ建築物整備事業

1億 5,443万円
有害鳥獣対策事業

9,585 万

スマート農業技術普及推進事業
800万円

森林循環及び低コスト施業促進   
整備事業                       4,034万円

捕獲檻で捕獲したサル

（千円を四捨五入）

3,155,000

515,723

76,380

641,688

6,237

1,964

754

12,005

1,259,859

252,425

384,782

810,910

5,225,769

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

(介護サ－ビス事業勘定)

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

会　計　名 令和３年度
予算額

単位：万円令和３年度当初予算会計別集計表

5,108

173,703
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3月定例会

全会計予算は523億円

真庭市の一般会計当初予算額は令和２年度が310億円、
令和３年度が315億円と300億円程度となっています。真庭
市の令和2年度予算額は、標準財政規模の約1.6倍です。
県内他市の状況は1.5倍～ 1.8倍であり、真庭市が突出して
予算規模が大きいわけではありません。
　標準財政規模は、地方税や
地方交付税など地方公共団体
の標準的な一般財源の収入
額であり、社会保障や道路・施
設の建設事業等に係る国・県
補助金等の財源が含まれてい
ないため、予算額は標準財政
規模より大きくなります。

真庭市の予算規模
300億は過大か？

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

森林の循環を目指して

消防指令システムイメージ

（一般会計予算額）



２ ライフスタイルを実現する可
能性の進化 　 85億1,400万円

ハッピーコンシェルジュ事業
（結婚推進）　            1,175万円

妊産婦臨時特別給付金支給事業
　                             2,604万円

放課後児童健全育成事業
1億 539万円

郷育を核としたキャリア教育推  
進事業                             472万円
学校給食施設整備事業

        7億4,969万円
旧遷喬尋常小学校校舎整備・活
用事業                          262万円
ミュージアム展示企画事業

884万円
蒜山高原ライディングパーク施
設改修事業             1億1,272万円
障害児通所給付事業

7,715 万円
市独自の予防接種事業

884万円
歩数アップ健康サポート事業

122万円
シルバー人材センター運営費補
助金                                 1,199万円

１ 真庭市民の誇りと責任
5億1,200万円

障がい者活躍支援真庭つなが        
り促進事業                     363万円
就業環境多様化促進事業　　
　　　　　　　　　 159万円
持続可能な未来杜市推進事業
　　　　　　　　　 640万円
二川地域自治振興センター（仮
称）開設準備              1,723万円

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

予 算
　３月４日、５日、議長を除く23人の議員で予算審査特別委員会が開催
され、当初予算と補正予算の概要について各部局長、課長等から説明が
あり、委員から多くの質問があった後、すべて原案どおり可決しました。

　令和３年度の一般会計予算規模は315億5,000万円で、前年度比５億
7,200万円、1.8％の増となっております。主な要因は、生ごみ等資源化施
設整備事業や、学校給食施設整備事業を計上したことによるものです。

一般会計当初予算 ３１５億５，０００万円 前 年 比
1.8 ％ 増

抜 粋

令　和
３年度

歳出（目的別）の構成

歳出（性質別）の構成

歳入（316億円）の構成

316億円

316億円

真庭つながり促進事業展示イベント　昨年度の様子

中尾委員長

酢本副委員長

はぐくみセンターのメンバー

一般会計 予算主要事業

11

委員長
中尾哲雄
副委員長
初本　勝

3月定例会



　

市
内
に
は
な
い
工
業
高
校
、
高
等

専
門
学
校
へ
の
進
学
は
別
と
し
て
、
中

学
卒
業
生
の
６
割
し
か
市
内
の
高
校

に
進
学
し
て
い
な
い
。
真
庭
高
校
は

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
落
合
校
地
の

み
と
な
る
。①
高
校
再
編
に
よ
り
現
在

の
市
内
高
校
へ
の
進
学
率
６
割
を
何

割
に
上
げ
て
い
く
の
か
。目
標
値
と
そ

の
施
策
は
。

　

②
市
内
高
校
選
択
に
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
も
必
要
。
ま
に
わ
く
ん
で
の
通

学
を
無
償
化
に
出
来
な
い
か
。

　

平
成
20
年
頃
は
７
割
前
後
だ
っ
た

答
太
田
市
長

12

が
、
平
成
23
年
の
定
数
削
減
を
契
機
に

６
割
前
後
に
低
下
し
て
い
る
。

　

①
真
庭
の
高
校
を
魅
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　

蒜
山
校
地
で
は
、
馬
術
を
通
じ
て

中
・
高
連
携
事
業
を
や
っ
て
き
た
。
市

内
中
学
校
と
高
校
と
が
一
層
連
携
し

て
学
習
や
体
験
活
動
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
各
高
校
の
校
地
へ
の
支
援
を
拡

充
す
る
。

　

ま
た
、
真
庭
市
の
郷
育
教
育
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
小
・

中
学
は
も
と
よ
り
、
高
校
も
対
象
に
し

て
、
地
域
と
学
校
を
繋
ぎ
さ
ら
に
郷
育

を
充
実
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
高
校
と
地
元
企
業
や
地
域
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
材
を

高
校
の
専
門
教
育
に
生
か
し
た
教
育

課
程
や
コ
ー
ス
も
、
共
に
創
り
出
す
よ

う
な
事
業
も
計
画
中
で
あ
る
。

　

市
内
高
校
へ
の
進
学
率
の
目
標
は
、

7
割
以
上
に
回
復
す
る
事
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

　

②
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
の

ま
に
わ
く
ん
の
料
金
無
償
化
が
魅

力
で
学
校
へ
行
く
と
は
思
っ
て
い

▶
議
長
席
か
ら
見
た
議
席

岡﨑 福島 岩本古南 質問席

答弁席

妹尾 緒形

庄司

大月 中尾 入澤
原

小田 福井 長尾

谷本
中元 柿本

酢本 竹原 山本
築澤

河部
氏平

な
い
。
今
後
の
高
校
再
編
に
よ
っ
て
、

通
学
の
流
れ
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
学
区
再
編
に
合
わ
せ
て
路
線

を
見
直
し
設
置
し
て
、
今
よ
り
便
利
に

な
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
く
。

　

民
間
路
線
と
の
関
係
も
あ
る
。
料

金
の
減
額
や
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な

る
と
、
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
か
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乗
り
継
ぎ
の
良

さ
、
通
学
の
し
易
さ
を
重
点
に
、
よ
り

使
い
易
い
体
系
を
進
め
て
行
き
た
い
。

答
澤
山
生
活
環
境
部
長

問谷
本
彰
良

真庭高校は落合校地のみ

太田昇市長

三ツ宗宏教育長

答弁者

３
月
定
例
会
の
議
事
録
は
６
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

真庭市議会
３月定例会

市
内
高
校
へ
の
進
学
対
策
は

柴田
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源
等
を
活
用
し
た
農
林
業
の
活

性
化
が
重
要
と
考
え
る
。

　

専
業
農
家
の
支
援
を
強
化
す

る
と
共
に
地
域
資
源
を
活
用
し

た
﹁
真
庭
ス
タ
イ
ル
﹂
と
し
て
効

率
最
優
先
で
は
な
く
、ゆ
と
り
を

持
ち
な
が
ら
生
活
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
、２
種
兼
業
農
家
へ
の

支
援
が
必
要
で
は
無
い
か
所
見

を
伺
う
。

　

バ
ブ
ル
期
、抜
本
的
な
改
革
を

す
れ
ば
違
っ
た
の
が
残
念
な
が

ら
出
来
な
か
っ
た
。

　

２
種
兼
業
農
家
の
果
た
す
役

割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

　

４
月
か
ら
高
齢
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
開
始
に
向
け
、
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
不
透
明

な
点
が
多
く
現
場
は
苦
慮
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。医
療
関
係
者
を

始
め
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
考

え
る
が
、人
的
確
保
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　

真
庭
市
内
６
病
院
と
18
診
療

所
の
24
医
療
機
関
が
予
防
接
種

間
の
短
縮
と
な
っ
て
い
る
。令
和

元
年
病
院
収
容
時
間
は
40.6
分
で

あ
り
、市
内
に
は
そ
の
時
間
内
で

病
院
に
収
容
で
き
な
い
地
域
が

あ
り
、
美
新
分
署
を
整
備
す
る

場
合
に
は
、直
線
で
5.6
㎞
南
に
建

設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

そ
こ
か
ら
出
勤
す
る
こ
と
で
、

勝
山
地
区
の
平
均
所
要
時
間
を

超
え
る
場
所
が
な
く
な
る
と
思

う
。以
前
私
が
質
問
し
た
時
に
は
、

心
拍
停
止
か
ら
10
分
以
内
に
到

着
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
か
ら
質
問
し
て
い
る
。

　

議
員
は
一
貫
し
て
安
全
、
安
心

の
た
め
に
消
防
関
係
の
質
問
を

を
行
う
。医
師
会
を
始
め
関
係
者

に
感
謝
し
た
い
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
に
つ
い
て
、
業
務
が
多
く
な

る
対
応
と
し
て
接
種
協
力
金
を

３
月
補
正
予
算
に
盛
り
込
ん
で

い
る
。

い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
10
月
に

消
防
本
部
と
分
署
等
庁
舎
整
備

計
画
を
策
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
討
し
た
。

こ
の
計
画
の
中
で
救
急
件
数
、
病

院
収
容
の
所
要
時
間
、現
有
職
員

数
の
３
点
か
ら
検
証
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
在
の
１
本
部
１

署
４
分
署
及
び
消
防
庁
舎
の
位

置
は
ほ
ぼ
適
正
で
あ
り
、
整
備
す

べ
き
庁
舎
は
本
署
に
つ
い
で
管

轄
の
人
口
、
救
急
件
数
が
多
い
北

房
分
署
で
あ
る
。

　

議
員
か
ら
質
問
の
病
院
の
収

容
時
間
を
１
秒
で
も
短
縮
す

る
こ
と
が
各
所
で
望
ま
れ
て
お

り
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
１
番
い

い
場
所
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
分
署
を
建
設
す
る

場
合
、
質
問
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
令
和
元
年
度
の
所
要
時

間
は
40.6
分
と
な
っ
て
お
り
、

指
摘
の
よ
う
に
長
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　

分
署
位
置
の
問
題
も
あ
る

が
、
道
路
整
備
も
絡
ま
せ
て
、

平
均
よ
り
短
く
す
る
努
力

が
必
要
と
思
う
。
遠
い
所
は

26
ヵ
所
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、160
ヵ

所
の
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
有
効
活
用
し
、
命

を
救
い
た
い
。
美
新
分
署
の

整
備
は
、
提
案
も
参
考
に
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

真
庭
市
誕
生
後
16
年
が
経
過

し
人
口
が
約
１
万
500
人
減
少
し

て
い
る
。
区
分
別
に
見
る
と
年

少
・
生
産
年
齢
人
口
割
合
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
者
人
口

割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
市

長
は
、就
任
以
来
全
て
の
施
策
を

人
口
増
に
繋
げ
る
と
公
言
さ
れ
、

諸
施
策
を
展
開
さ
れ
た
と
受
け

止
め
て
い
る
が
、結
果
と
し
て
16

年
間
で
１
万
人
を
超
え
る
減
少

と
な
っ
て
い
る
。原
因
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
効
率
最
優
先
施
策
に
伴

う
人
口
の
一
極
集
中
の
弊
害
と

し
て
感
染
防
止
策
の
困
難
性
、医

療
体
制
や
保
健
所
機
能
の
合
理

化
な
ど
社
会
構
造
の
脆
弱
性
を

露
呈
し
た
よ
う
に
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
構
造
の
変

化
へ
の
対
応
で
、均
衡
の
取
れ
た

人
口
区
分
に
よ
る
人
口
分
布
が

求
め
ら
れ
従
来
以
上
に
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
。
真
庭
の
地
域
資

源
は
、
豊
か
な
自
然
と
森
林
資

　

こ
の
質
問
は
、
平
成
22
年
６

月
、
24
年
12
月
の
議
会
で
質
問

し
て
い
る
。昨
年
総
務
常
任
委
員

会
で
、
消
防
本
部
分
署
庁
舎
の

整
備
計
画
が
示
さ
れ
た
。
築
47

年
以
上
経
過
し
た
庁
舎
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、富
原
地
区
の

一
部
が
新
見
消
防
署
と
の
応
援

協
定
の
締
結
で
、
病
院
収
容
時

人
口
減
少
と
今
後
の

取
り
組
み

安
全
・
安
心
・
住
み
た

い
ま
ち
づ
く
り

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
策問

問柿

本

健

治

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

対策本部の設置

現在の美新分署

問初
本
　

勝
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ラ
ブ
連
合
会
に
補
助
金
を
出
し
、

大
会
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。
専
用
ゴ
ル
フ
場
の
新
設
で

な
く
、
市
内
の
利
用
で
き
る
と
こ

ろ
を
も
っ
と
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

市
で
は
本
年
４
月
よ
り
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
本
格
ス

タ
ー
ト
し
、
児
童
・
生
徒
に
１
人

１
台
の
端
末
が
整
備
さ
れ
る
が
、

①
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の

か
。②
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅
学
習
が
で

迎
え
消
滅
し
て
い
る
所
も
多
々

見
ら
れ
る
今
日
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
対
策
と
し
て
以
下
の

点
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求

め
る
。

　

①
水
づ
く
り
に
は
植
林
し
た

山
々
を
雑
木
林
に
戻
す
こ
と
。②

全
て
の
水
生
生
物
が
生
息
出
来

る
よ
う
に
土
砂
を
取
り
除
く
こ

と
。
③
水
源
保
全
の
た
め
旭
川

水
系
の
ダ
ム
を
撤
去
す
る
こ
と
。

④
教
育
に
自
然
の
恩
恵
を
体
感

さ
せ
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
。

　

①
真
庭
は
８
割
が
森
林
で
あ

り
、
そ
の
多
面
的
機
能
を
持
っ

て
い
る
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る

き
る
の
か
、そ
れ
が
出
席
扱
い
と

さ
れ
る
の
か
。

　

③
生
活
困
窮
の
中
学
生
へ
、通

信
添
削
に
よ
る
学
習
支
援
は
で

き
な
い
か
。

　

①
不
登
校
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
の
希
望
に
沿
い
、
み
ん
な
が
活

用
で
き
る
形
を
整
え
た
い
。
②
要

件
を
満
た
し
た
場
合
に
出
席
の

扱
い
が
で
き
る
。
③
ネ
ッ
ト
上
で

課
題
の
配
信
・
回
収
・
答
え
を
出

し
て
解
説
も
掲
示
す
る
支
援
を

し
な
が
ら
、
教
職
員
の
負
担
も
十

分
配
慮
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
も
進
め
た
い
。

が
、
全
国
的
に
見
れ
ば
森
が
守

ら
れ
、
林
業
を
営
み
、
木
材
関
連

産
業
も
頑
張
っ
て
い
る
。
今
後
そ

の
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
に
森
林
経
営

管
理
制
度
等
を
う
ま
く
使
っ
て
、

切
っ
て
使
っ
て
植
え
る
と
い
う

森
林
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
、真
庭
の
永
続
的
な
繁

栄
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。②
多

分
、川
を
20
～
30
年
見
て
い
る
人

は
、川
に
土
砂
が
堆
積
し
河
床
が

高
く
な
っ
て
樹
木
が
繁
茂
し
て

い
る
。
そ
れ
が
災
害
に
つ
な
が
る

と
み
る
人
が
多
い
い
と
思
う
。
法

定
河
川
は
県
の
管
理
で
あ
る
が
、

そ
の
要
望
を
強
く
し
、水
生
生
物

の
保
護
や
河
川
の
汚
濁
防
止
を

県
と
協
議
し
な
が
ら
も
っ
と
速

度
を
上
げ
て
い
く
よ
う
図
っ
て

い
く
。
③
旭
川
水
系
に
は
11
の

ダ
ム
が
あ
り
、
真
庭
市
内
に
湯

原
と
社
口
、
北
房
ダ
ム
が
あ
る
。

多
目
的
な
機
能
が
あ
る
が
、
ダ

ム
そ
の
も
の
が
水
を
滞
留
す
る

訳
だ
か
ら
決
し
て
水
生
生
物
に

と
っ
て
よ
く
な
い
。今
ダ
ム
を
撤

去
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
河

川
管
理
者
側
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

④
現
在
、全
て
の
学
校
で
自
然

体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

高
度
な
技
術
を
必
要
と
せ

ず
、
ル
ー
ル
も
簡
単
な
こ
と
か

ら
、高
齢
者
を
中
心
に
定
着
し
て

い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。た
だ

単
に
プ
レ
ー
を
楽
し
む
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、公
益
社
団
法

人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
が
行
っ
た
健
康
調
査
で
は
、グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ

と
で
、運
動
器
症
候
群
の
予
防
や

健
康
寿
命
延
伸
に
も
つ
な
が
る

効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。健
康

維
持
だ
け
で
な
く
生
き
が
い
に

も
な
っ
て
い
る
。市
内
に
本
格
的

な
専
用
施
設
は
な
く
、
広
域
大

会
な
ど
は
近
隣
市
町
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。競
技
人
口
を
増
や

し
、
活
発
に
す
る
た
め
に
は
、
芝

生
管
理
の
行
き
届
い
た
高
規
格

な
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

を
新
設
す
べ
き
。こ
う
し
た
取
組

が
健
康
寿
命
延
伸
に
よ
る
医
療

や
介
護
費
の
削
減
、高
齢
者
の
生

き
が
い
対
策
に
も
つ
な
が
る
。

　

市
も
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
老
人
ク

　

政
は
治
山
治
水
が
基
本
で
あ

る
。し
か
し
現
実
に
は
野
山
は
荒

れ
放
題
で
、の
ど
か
な
田
園
風
景

も
一
変
し
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地

ば
か
り
が
目
立
つ
今
日
で
あ
る
。

元
来
、
自
然
豊
か
な
真
庭
の
地

は
、
春
夏
秋
冬
季
節
の
変
化
に

富
み
、そ
れ
に
合
っ
た
仕
事
を
し

て
生
計
を
立
て
て
来
た
。

　

し
か
し
今
、
集
落
は
限
界
を

問岩

本

壯
八

専
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
新
設
を

不
登
校
児
童
・
生
徒

等
へ
の
学
習
支
援
を

水
清
き
水
源
の
里

真
庭
づ
く
り

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

問

問河

部

辰

夫

タブレットを使った授業　天津小学校

北房ダム　阿口
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い
、何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

②
令
和
６
年
に
は
生
ご
み
等

資
源
化
施
設
が
稼
働
し
、
そ
れ

に
併
せ
て
生
ご
み
だ
け
は
別
に

回
収
す
る
新
た
な
ゴ
ミ
回
収
シ

ス
テ
ム
が
真
庭
全
域
で
始
ま
る
。

令
和
６
年
よ
り
ゴ
ミ
出
し
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る
の
か
、

　

③
ど
う
い
う
方
針
で
新
た
な

ゴ
ミ
回
収
の
仕
組
み
を
作
ら
れ

る
の
か
伺
う
。

　

①
令
和
２
年
11
月
か
ら
12
月

に
高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
モ

デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ゴ
ミ

出
し
が
困
難
な
高
齢
者
へ
の
戸

別
収
集
、お
む
つ
ゴ
ミ
等
の

拠
点
収
集
及
び
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
高
齢
者
の
中

で
、
ゴ
ミ
出
し
困
難
者
が

74
％
い
る
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
。ゴ
ミ
出
し
困
難
者

の
支
援
策
と
し
て
は
、戸
別

収
集
の
公
助
、
地
域
等
で

支
援
す
る
共
助
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
買
物
、
見

守
り
等
、多
く
の
ニ
ー
ズ
も

同
じ
よ
う
な
性
格
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
課
題
は
わ

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど

場
で
水
処
理
し
て
い
た
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
を
資
源
と
し
て
生

か
す
こ
と
で
、
地
域
循
環
共
生

圏
、
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

実
現
に
つ
な
が
る
重
要
な
事
業

で
あ
る
。
生
ご
み
等
資
源
化
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
市
長

に
伺
う
。

　

①
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
非
価
格
要
素
審
査
が
37.4

点
、
価
格
要
素
審
査
が
30
点
、
総

合
評
価
67.4
点
と
な
っ
て
い
る
。非

価
格
要
素
を
い
か
に
上
げ
て
い

く
か
が
課
題
な
の
か
。

　

③
現
在
は
、久
世
地
区
の
み
で

う
し
て
い
く
の
か
、
市
民
の
意
見

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も

改
善
方
策
を
見
出
し
て
い
く
努

力
を
や
っ
て
い
く
。

　

②
令
和
６
年
度
を
目
指
し
て

市
域
全
域
で
生
ご
み
の
分
別
回

収
を
し
て
い
き
た
い
。
分
別
の
種

類
が
現
在
の
15
か
ら
生
ご
み
を

加
え
た
16
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

生
ご
み
を
収
集
す
る
や
り
方
は

生
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
生
ご

み
の
収
集
容
器
を
置
き
、
24
時
間

365
日
い
つ
で
も
ゴ
ミ
が
出
せ
る

仕
組
み
が
良
い
と
考
え
る
。

　

③
生
産
、販
売
か
ら
買
う
方
の

側
を
含
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

実
証
中
で
、今
後
収
集
に
関
し
て

課
題
は
な
い
の
か
。

　

①
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
令
和
３
年
度
中
に
設
計
を
、

令
和
４
年
度
か
ら
機
器
の
製
作

や
建
屋
の
建
設
工
事
に
着
手
す

る
。
令
和
５
年
度
中
に
施
設
が

完
成
し
、
試
運
転
な
ど
を
経
て
、

令
和
６
年
度
に
運
転
開
始
に
し

て
い
き
た
い
。

　

②
審
査
項
目
の
中
で
液
肥
の

製
造
計
画
に
つ
い
て
の
評
価
が

６
点
中
、
1.5
点
と
低
く
、
選
考

委
員
会
か
ら
も
技
術
的
な
部
分

に
つ
い
て
再
検
討
や
確
認
を
十

分
行
う
な
ど
、
幾
つ
か
の
御
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
必
要
な
こ

と
は
議
会
、
市
民
に
公
開
し
て

い
く
形
を
取
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

③
生
ご
み
の
収
容
容
器
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
方
々
の
意
見
も

い
た
だ
く
中
で
取
扱
い
し
や
す

い
容
器
を
検
討
す
る
な
ど
、
生
ご

み
の
出
し
や
す
さ
の
向
上
に
つ

い
て
も
検
討
を
し
て
い
る
。　
　

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
実
践
に

よ
る
資
源
循
環
で
あ
り
、
成
功
す

る
よ
う
に
、
広
報
誌
・
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

分
別
の
説
明
会
を
実
施
し
、
啓
発

を
行
っ
て
い
く
。

　

①
地
域
に
よ
っ
て
は
、ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
距
離
が
あ
り
、

自
動
車
に
ゴ
ミ
袋
を
積
み
運
ん

で
い
た
が
、高
齢
と
な
り
免
許
を

返
納
し
、夫
婦
と
も
足
が
悪
く
ゴ

ミ
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来

な
い
高
齢
者
世
帯
が
あ
る
。
今

後
、益
々
に
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
で
今
ま
で
普
通
に
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
事
例
の
一
つ
が
ゴ
ミ
出
し
で

あ
る
と
思
う
。
実
態
調
査
を
行

　

生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整
備

事
業
は
、
生
ご
み
、
し
尿
、
浄
化

槽
汚
泥
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を

メ
タ
ン
発
酵
し
、
液
体
肥
料
に

資
源
化
す
る
施
設
を
整
備
す
る

事
業
で
あ
り
、
生
ご
み
を
燃
え

る
ご
み
で
な
く
分
別
し
て
収
集

し
、
燃
や
す
ご
み
の
量
を
少
な

く
す
る
。
ま
た
燃
や
し
て
処
理

し
て
い
た
生
ご
み
と
し
尿
処
理

ゴ
ミ
出
し
の
課
題
と
今
後

技
術
的
な
部
分
に
つ
い

て
再
検
討
！

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問柴

田

正

志

問緒

形　

尚

回収されるゴミ

生ごみ等資源化施設イメージ図 
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消
防
団
団
員
の
報
酬
額
は

県
内
15
市
の
う
ち
、
倉
敷
市
が

３
万
２
千
円
で
一
番
高
く
、
１
番

低
い
市
は
真
庭
市
で
１
万
円
で

あ
る
。
部
長
、
班
長
、
副
分
団

長
、副
団
長
も
県
内
最
低
額
で
あ

る
。こ
の
ま
ま
処
遇
の
改
善
を
図

る
こ
と
な
く
放
置
し
て
お
い
て

よ
い
と
は
思
え
な
い
が
、市
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

　

真
庭
に
と
っ
て
消
防
団
の
活

動
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な

活
動
で
あ
る
。
災
害
が
こ
れ
だ
け

多
発
す
る
中
で
、
本
当
に
負
担
も

増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
高
齢
化
世

を
活
か
す
上
で
も
、木
材
加
工
業

者
の
人
材
育
成
と
事
業
継
承
の

た
め
に
も
重
要
な
取
り
組
み
と

考
え
る
。そ
こ
で
市
長
に
２
点
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

①
林
業
・
木
材
・
木
造
建
築

教
育
・
研
究
ゾ
ー
ン
構
想
の
進
捗

状
況
。

　

②
林
業
や
バ
イ
オ
マ
ス
関
連

教
育
拠
点
を
目
指
す
上
で
の
地

元
人
材
の
育
成
方
針
。
ま
た
、ひ

と
未
来
応
援
基
金
を
活
用
し
た

奨
学
金
の
よ
う
な
支
援
と
森
林

環
境
税
の
活
用
を
提
案
す
る
。

　

①
岡
山
大
学
で
は
４
月
か
ら

新
生
工
学
部
で
建
築
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
大
学

側
は
、
大
学
院
設
置
を
早
め
た

い
と
い
う
意
向
で
、
ゾ
ー
ン
構
想

検
討
委
員
会
も
そ
の
ス
ピ
ー
ド

に
対
応
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
実
地
講
義
な
ど
の
具

体
的
な
検
討
を
進
め
る
。
庁
内
に

も
関
係
部
局
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
準

備
を
進
め
る
。

　

②
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
は
、

地
域
内
で
の
進
路
の
選
択
を
増

や
し
、
地
元
人
材
の
定
着
や
育
成

を
促
し
、
教
育
は
勿
論
地
域
づ
く

り
や
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
多

く
、
さ
ら
に
研
究
者
や
学
生
と
市

帯
も
あ
っ
て
、
い
ろ
ん

な
役
割
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ま

で
消
防
団
は
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
、
防
火
活
動
、
あ

る
い
は
災
害
の
防
止

活
動
以
外
に
も
本
当

に
多
岐
に
わ
た
り
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
。
地
域
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。
処
遇

改
善
は
消
防
団
と
十

分
話
を
し
て
い
く
中

で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

民
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
外
部
へ

の
知
見
に
誘
発
さ
れ
た
市
民
の

成
長
な
ど
も
期
待
で
き
る
。　
　

ひ
と
未
来
応
援
基
金
は
、
人

材
育
成
に
資
す
る
も
の
に
つ
い

て
一
定
整
理
を
し
て
、拡
充
な
り

整
備
を
し
て
い
く
方
向
が
あ
る

の
で
、そ
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

森
林
環
境
税
は
、森
林
の
整
備

や
都
市
と
の
交
流
と
い
っ
た
こ

と
に
使
え
る
の
で
、
連
携
の
中
身

に
よ
っ
て
は
活
用
方
法
も
あ
る
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

し
、
要
介
護
３
・
４
・
５
と
認
定
さ

れ
た
方
に
対
し
、
介
護
用
品
を
一

括
し
て
支
給
す
る
真
庭
市
介
護

用
品
支
給
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
日
常
生
活
と
利
便
と
精
神

的
、
経
済
的
負
担
等
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
、支
給
要
件
の
緩
和

と
支
給
基
準
額
を
増
額
し
て
は

ど
う
か
。

　

現
在
は
介
護
者
も
被
介
護
者

も
市
民
税
の
非
課
税
世
帯
と
い

う
の
が
要
件
で
あ
る
が
、
介
護
者

に
つ
い
て
は
一
定
の
市
民
税
課

税
世
帯
も
対
象
に
な
る
よ
う
に

見
直
し
た
い
。
次
に
、
い
ろ
い
ろ

な
お
困
り
の
と
こ
ろ
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
考
え
て
い
く
。
こ
れ

で
十
分
で
あ
る
と
思
っ
て
は
い

な
い
。

　

真
庭
市
と
岡
山
大
学
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
真
庭
市
の

強
み
で
あ
る
林
業
、
木
材
関
連

産
業
を
活
か
し
た
地
域
活
性

化
、
地
域
価
値
の
向
上
、
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て
、
林
業
・
木

材
・
木
造
建
築
に
関
す
る
教
育

研
究
拠
点
の
集
積
、
連
携
ゾ
ー

ン
整
備
を
進
め
て
い
る
。　
　

　

こ
の
こ
と
は
、真
庭
市
の
強
み

こ
れ
で
十
分
だ
と
は

思
っ
て
い
な
い

林
業
・
木
材
・
木
造
教

育
・
研
究
ゾ
ー
ン
構
想

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

を
検
討
す
る

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
新
田
産
業
観
光
部
長

答
有
元
総
合
政
策
部
長

問

湯原振興局で行われた検討委員会

問大

月

説

子

問小

田

康

文

真庭市消防団初出式
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あ
る
小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
へ
も
、
学
校
を
通
じ
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

る
。
子
宮
頸
が
ん
で
子
宮
を
失
っ

た
り
、
命
を
落
と
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
病
気
や
ワ
ク
チ
ン
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
普
及
啓
発
、
が
ん
予
防

の
推
進
に
努
め
る
。

　

約
99
％
の
中
央
省
庁
の
行
政

手
続
文
書
の
押
印
が
実
際
に
廃

止
さ
れ
た
場
合
、
我
が
市
の
行

政
文
書
に
お
い
て
も
何
と
何
が

連
動
し
て
廃
止
で
き
る
の
か
な

ど
の
判
断
を
し
て
、
今
か
ら
廃

あ
る
。
一
つ
は
予
防
接
種
を
実
施

す
る
医
療
機
関
の
確
保
。
二
つ
目

は
、
中
山
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
公

共
交
通
機
関
が
十
分
確
保
で
き

な
い
。
医
療
機
関
へ
の
移
動
手
段

を
ど
う
す
る
か
。
三
つ
目
は
、
接

種
方
法
と
副
反
応
に
関
す
る
市

民
へ
の
適
切
な
周
知
。

　

医
療
機
関
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
６
病
院
18
診
療
所
が
対
応

し
て
く
れ
る
。
移
動
手
段
の
確
保

は
、
先
ず
は
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
タ
ク

シ
ー
券
の
配
布
な
ど
交
通
費
助

成
の
制
度
を
活
用
し
て
頂
き
つ

つ
も
、
移
動
手
段
の
確
保
が
難
し

い
地
域
に
つ
い
て
は
個
別
に
相

談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
を

し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

周
知
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
２
回
目
の

接
種
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
タ

イ
ミ
ン
グ
も
効
果
的
な
も
の
と

止
対
象
リ
ス
ト
の
洗
い
出
し
を

積
極
的
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

押
印
廃
止
と
書
面
主
義
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、何
よ
り
も
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
、市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

早
急
な
洗
い
出
し
と
対
応
を
期

待
し
て
い
る
が
、市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　

市
民
に
関
す
る
行
政
手
続
、申

請
な
ど
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
て
、
国
の
法
改
正
に
合

わ
せ
て
、
可
能
な
も
の
66
種
類
の

手
続
、申
請
で
押
印
を
既
に
廃
止

し
て
い
る
。

な
る
よ
う
考
え
る
。
告
知
放
送
に

し
て
も
、
１
回
の
放
送
で
情
報
を

詰
め
込
ま
ず
に
、
情
報
を
小
分
け

し
て
繰
り
返
し
出
し
て
い
く
と

か
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
や
他
の
マ
ス
コ
ミ
へ

の
積
極
的
な
情
報
発
信
で
市
民

に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

　

各
振
興
局
で
策
定
中
の
地
域

振
興
の
基
本
構
想
が
、観
光
と
い

う
一
部
門
だ
け
特
化
し
た
振
興

策
で
は
中
身
が
薄
す
ぎ
る
。
地

域
全
体
の
特
色
を
生
か
し
た
振

興
計
画
と
思
っ
て
い
た
ら
違
っ

て
い
た
。計
画
の
名
前
も
中
身
を

想
像
で
き
る
も
の
に
変
更
し
て

は
ど
う
か
。

　

議
論
は
あ
る
と
思
う
が
、
振

興
局
の
振
興
計
画
に
つ
い
て
は

個
性
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、直
す
も
の
は
直
し
て
い
っ

た
ら
い
い
と
い
う
柔
軟
な
姿
勢

で
や
っ
て
い
っ
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。

　

名
前
は
、
ぱ
っ
と
見
て
誤
解
が

生
じ
な
い
よ
う
な
工
夫
は
何
か

考
え
た
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
病
気
で
あ
り
、日
本
で

は
年
間
１
万
人
が
子
宮
頸
が
ん

に
か
か
り
、
約
３
︐
０
０
０
人
の

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。20
代
女

性
の
疾
患
の
死
亡
原
因
第
１
位

が
が
ん
で
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
違
っ
て
、
こ
の
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
は
発
症
さ

え
も
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
世

界
130
か
国
以
上
で
使
わ
れ
て
お

り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い

情
報
を
伝
え
て
、接
種
の
判
断
を

し
て
い
く
た
め
の
情
報
が
必
要

で
は
な
い
か
。定
期
接
種
の
権
利

が
な
く
な
る
高
校
１
年
生
の
女

子
に
対
し
て
は
、助
成
期
間
の
終

了
の
お
知
ら
せ
は
す
る
べ
き
と

考
え
る
。真
庭
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
、市
長
の

御
所
見
を
伺
う
。

  

　

市
と
し
て
も
、
定
期
接
種
の
対

象
を
外
れ
る
高
校
１
年
生
相
当

の
人
に
国
作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
個
別
通
知
を
出
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
定
期
接
種
対
象
で
も

　

交
通
弱
者
の
足
と
副
反
応
に

対
す
る
情
報
、
こ
れ
が
市
民
の

皆
さ
ん
に
接
種
を
受
け
て
い
た

だ
く
上
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
思
う
。受
け
た
い
人
が
受

け
ら
れ
る
体
制
を
作
っ
て
頂
き

た
い
。

　

課
題
と
し
て
改
善
点
が
三
つ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
の

課
題
と
対
策
は

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

手
続
の
押
印
廃
止
と

書
面
主
義
の
見
直
し

地
域
振
興
計
画
の
中

身
が
薄
す
ぎ
る

問

問

問妹

尾

智

之

問庄

司

史

郎

市民課申請窓口でのお知らせ

接種券の発送作業中
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一般質問

し
、
購
入
後
は
、
各
種
補
助
金
で

支
援
し
て
い
る
が
、購
入
に
至
る

ま
で
丸
投
げ
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

ど
ん
な
間
取
り
で
改
修
の
必
要

な
場
所
等
記
載
し
た
カ
ル
テ
を

作
成
す
べ
き
と
思
う
。

　

さ
ら
に
地
域
活
性
化
の
た
め

に
、
空
家
の
利
活
用
や
流
通
促

進
を
行
政
が
何
ら
か
の
形
で
主

体
的
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

こ
の
制
度
自
体
が
、
空
家
を
売

却
、貸
出
し
た
い
所
有
者
が
物
件

を
登
録
し
た
場
合
に
宅
建
業
者

や
不
動
産
業
者
の
仲
介
を
受
け

ら
る
制
度
で
あ
る
。
市
が
宅
建
業

者
の
立
場
で
や
る
も
の
で
な
い
。

　

空
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
希
望

す
る
物
件
の
間
取
り
や
改
修
個

所
は
、業
者
が
募
集
を
行
う
際
に

下
見
会
を
開
催
し
、
所
有
者
、
業

者
、
行
政
が
一
堂
に
会
し
、
現
状

を
把
握
し
て
い
る
。
仲
介
契
約
が

成
立
し
た
物
件
は
、不
動
産
情
報

サ
イ
ト
﹁
住
ま
い
る
岡
山
﹂
に
掲

載
さ
れ
、
詳
細
な
情
報
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
が
建
物
カ
ル
テ

に
相
当
す
る
。

　

空
家
の
利
活
用
や
流
通
促
進

に
対
す
る
行
政
の
取
組
は
、
空
家

は
私
有
財
産
な
の
で
、
常
時
反
復

し
て
取
引
等
業
務
を
す
る
場
合
、

な
被
害
を
受
け
た
の
は
女
性
だ
。

例
年
比
で
自
死
者
は
８
倍
を
超

え
、
実
質
的
失
業
者
は
90
万
人

以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。そ
の

う
ち
、
37.5
％
が
200
万
未
満
の
低

所
得
者
世
帯
だ
。
女
性
が
多
く

非
正
規
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
現

場
が
、コ
ロ
ナ
の
直
撃
を
受
け
仕

事
を
失
う
状
況
だ
。

　

そ
の
前
提
に
労
働
構
造
・
労

働
環
境
は
４
割
近
く
が
非
正
規

の
現
場
だ
。
そ
の
う
ち
女
性
は

６
割
が
非
正
規
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
が
厳
し
い
女
性

の
実
態
を
作
っ
て
い
る
。女
性
は

労
働
法
改
正
以
後
、
25
歳
か
ら

34
歳
世
代
の
非
正
規
雇
用
率
は

１
９
９
０
年
が
28.2
％
だ
っ
た
も

の
が
２
０
１
５
年
で
は
42.1
％
に

増
え
て
い
る
。こ
う
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
層
が
大
き
く
拡
大
す

宅
建
業
の
登
録
資
格
が
必
要
で

あ
る
。
行
政
は
除
外
で
、
資
格
を

持
っ
た
業
者
が
す
る
の
が
一
つ
の

体
系
だ
と
思
う
。

　

行
政
は
、空
家
を
地
域
の
財
産

と
考
え
、
地
域
の
活
力
の
た
め
移

住
定
住
希
望
者
を
受
け
入
れ
る

意
欲
の
あ
る
自
治
会
な
ど
へ
の

支
援
と
し
て
、
地
域
認
定
空
家
制

度
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
が
空
家
所

有
者
に
連
絡
を
取
り
合
え
る
関

係
を
作
り
、
地
域
の
活
動
で
空
家

バ
ン
ク
の
登
録
に
繋
が
っ
た
と

き
に
１
万
円
、
活
用
に
繋
が
っ
た

と
き
に
３
万
円
を
奨
励
金
と
し

て
支
払
う
制
度
で
あ
る
。

る
こ
と
は
、
全
て
の
人
た
ち

に
影
響
を
与
え
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
費
が
、

国
民
健
康
保
険
で
約
３
割

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
社

会
保
険
料
比
率
も
上
昇
し

て
い
る
。
憲
法
原
則
や
憲
法

視
点
で
暮
ら
し
を
守
る
姿

勢
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
だ
。
低
所
得

階
層
の
人
た
ち
、
声
な
き
声

に
耳
を
傾
け
て
誰
も
置
き

去
り
に
し
な
い
決
意
が
政

治
に
求
め
ら
れ
る
。
社
会
的
弱

者
や
少
数
者
へ
の
視
点
で
行
政

を
推
進
し
て
い
く
決
意
を
最
後

に
問
う
。

　

最
終
的
な
自
治
体
の
方
向
性

と
し
て
市
民
が
主
体
性
を
持
ち

な
が
ら
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。
日
本
国
憲
法
に
は
、
基
本

的
人
権
と
し
て
の
個
人
の
尊
重
、

幸
福
追
求
権
そ
し
て
生
存
権
が

謳
わ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
を
掲
げ
る
真
庭
市
と
し
て

は
、
人
間
の
安
全
保
障
、
相
互
に

認
め
合
い
、
尊
重
し
あ
う
地
域
福

祉
社
会
の
創
造
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
安
全
安
心
で
快
適
な
生
活
環

境
を
享
受
で
き
る
暮
ら
し
や
す

い
町
を
目
指
す
。

　

先
般
の
空
家
調
査
の
結
果
を

受
け
、
真
庭
市
空
家
対
策
計
画

が
決
定
さ
れ
た
。住
む
こ
と
が
可

能
な
家
屋
１
︐６
３
８
軒
︵
内
703

軒
は
改
修
が
必
要
︶
利
活
用
の

取
り
組
み
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

地
域
自
主
組
織
や
各
自
治
会
の

地
域
活
性
化
に
つ
な
ぐ
取
り
組

み
や
空
家
バ
ン
ク
の
登
録
等
を

支
援
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
は
、
岡
山
県
空
き
家

等
対
策
推
進
協
議
会
や
岡
山
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
連
携

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、現
在
の
日
本
社
会
の
脆
弱

さ
や
地
域
社
会
の
抱
え
る
課
題
、

問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。新

自
由
主
義
は
、金
融
や
労
働
の
分

野
で
大
富
豪
が
利
潤
追
求
の
自

由
を
拡
大
し
て
、命
の
格
差
に
つ

な
が
る
貧
富
の
格
差
が
歴
史
上

最
大
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

特
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
大
き

地
域
認
定
空
家
制
度

の
推
進

憲
法
視
点
で
市
民
の

く
ら
し
守
る
市
政
を

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

空家バンク情報で購入された家屋

市民に安全安心なくらしを

問竹

原

茂

三

問岡

﨑

陽

輔
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新しいスタート
議会の動き

（単位：％）

70代
４名

80代
１名

50代
５名

40代
２名

60代
12名

70代
８名

80代
１名

50代
３名

60代
12名

河部

西田

氏平

福島 𠮷原 淺野 黒川 伊賀 緒形

森脇 中尾 妹尾

加藤
伊藤

古南 小田 入澤庄司

森田

長尾
柴田

妹島大月

岩本

質問席

答弁席

新人議員が５人から９人へ ・女性議員は２人から３人へ
合計年齢は1609歳（平均67.04歳）から1502歳（62.58歳）
➡合計107歳の若返り ・40代議員は２人

・
・

　議員全員で、 取り組むことでスタートした議会活
性化、委員会活動を中心とした政策提言は「議会報
告会＋市民と語る会」の開催、各種団体との意見交
換や先進地視察などを通して地域課題や市民の意
見などを聴取し、 政策を検討し政策討論会を経て
議会として提言するという政策形成サイクルをめざ
し、毎年ブラッシュアップしながら政策提言すること
ができた。
　また、タブレット端末を活用した議会運営では、
執行部からの情報提供や議会事務局、 議員間の情
報共有が迅速に図れるようになり、議会活動の環境
は大きく変化した。これらの事業推進には、専門部会

（議会ICT化推進部会・議会活性化推進検証部会）
での調査研究は大きな役割を果たした。
　しかし、令和２年は、新型コロナウイルス感染症
が猛威を振るい、議会活動も感染症拡大防止の観

点から、ほとんどが実施でき
ない事態となり、今も収束の
目途が立たない状況にある。
この状況でも実行できる活動
の検討が喫緊の課題となって
いる。
　今後、議会活性化を進めるためには、これまで積
み上げた実績を糧に、活性化15策と新たな活性化
策 の 検 討 を 進
め、 議会として
新たなステップ
として議会改革
と議会活性化へ
不断の努力を続
けて行くことが
重要である。

議会改革・議会活性化へ不断の努力を！ GIKAI  NO  UGOKI

き
の

動
特別バージョン

議 会

（真庭市議会活性化調査報告書より抜粋）

85.02%
80.37%

72.41%

65.05%
63.16%

50
平成17年 平成21年 平成25年 平成29年 令和３年

※平成17年は旧町村別
　選挙区毎に集計

100

90

80

70

60

投票率は低下傾向

議員年代構成の変化

市議会議員選挙投票率の推移

令和３年４月23日時点 令和３年４月24日時点
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　４月４日、真庭市長選挙は、太田昇候補のほかに
立候補がなく無投票で当選が決まりました。
　太田市長は、市議会と連携し、「近き者悦び、遠き
者来る」（住んでい
る者が楽しく幸せに
暮らしていると外か
らも人々がやって来
て繁栄する）真庭を
作っていくと決意を
されました。

太田市長３期目の当選

真
庭
市
議
会
議
員
会
派
の
所
属
状
況

令
和
３
年
４
月
24
日
届
出

※
会
派
は
、政
策
集
団
で
あ
り
、派
閥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。会
派
の
並
び
は
所
属
人
数・五
十
音
順
で
す
。

真
和
会
し
ん
わ
か
い

入　

澤　

廣　

成

柴　

田　

正　

志

妹　

島　

弘　

和

長　

尾　
　
　

修

会
派
代
表
者

森
真
会
し
ん
し
ん
か
い

庄　

司　

史　

郎

大　

月　

説　

子

小　

田　

康　

文

森　

田　

敏　

久

会
派
代
表
者

み
ん
な
の
会
み
ん
な
の
か
い

中　

尾　

哲　

雄

伊　

藤　

義　

則

加　

藤　

大　

悟

古　

南　

源　

二

会
派
代
表
者

み
ら
い

黒　

川　
　
　

愛

会
派
代
表
者

翠
山
会

𠮷　
原　

啓　

介

会
派
代
表
者

あ
さ
ひ

淺　

野　

和　

明

会
派
代
表
者

公
明
党
真
庭
市
議
団

こ
う
め
い
と
う
ま
に
わ
し
ぎ
だ
ん

岩　

本　

壯　

八

妹　

尾　

智　

之

会
派
代
表
者

緒　

形　
　
　

尚

会
派
代
表
者

明
日
の
真
庭
を
考
え
る
会

あ
す

ま
に
わ

か
ん
が

か
い

日
本
共
産
党
に
ほ
ん
き
ょ
う
さ
ん
と
う

伊　

賀　

基　

之

会
派
代
表
者 す

い
ざ
ん
か
い

拓
ひ
ら
く

福　

島　

一　

則

会
派
代
表
者

緑
真
会
り
ょ
く
し
ん
か
い

河　

部　

辰　

夫

会
派
代
表
者

氏　

平　

篤　

正

西　

田　

文　

子

森　

脇　

正　

和

議会の動き

　４月26日、新人及び元議員10名に対し、タブレッ
ト端末等の説明会が行われました。最初に、事務局
より議会の概要、政務活動費について説明ののち、
タブレット端末の操作の説明を受けました。初めて操
作する人もおり、悪戦苦闘していましたが、何とか操
作出来る様になりました。

新人議員のタブレット研修

当選証書を受ける太田市長

３月25日、真庭市交通安全対策協議会が開催さ
れ、令和３年春の交通安全県民運動の期間中、交
通安全テント村、街頭指導、広報活動などの取り組
みを市内で行うこととしました。

また、交通安全功労者及び功労団体の表彰の推薦
があり、個人３名及び４団体が推薦されました。

　なお、 昨年の真庭
警察署管内の交通事
故は767件（前年871
件）死亡者は２人（前
年２人）です。

管内の交通事故件数減少

R313でのテント村　湯原地内

真剣な眼差しで　４月26日、議場にて初めての議会全員協議会が
開催されました。太田市長のあいさつの後、28日に
行われた真庭市議会臨時会の運営について議論し
ました。議会全員協議会は議長が議事を進行します
が、議長が選出されていないため、年長議員の河部
議員が座長として議事を進行しました。

初めての議会全員協議会

議会全員協議会



21

　２月９日、 久世エスパスホールで、 市民や真庭
SDGs パートナーとともに、SDGs円卓会議が開催
されました。４団体の事例紹介の後、「草の根的な
SDGsの動きをつくる」をテーマにパネルディスカッ
ションが行われ、その後、円卓座席者によるSDGsア
クション宣言がありました。周りのことや未来のことを
利他の精神をもって共同していくことが大切というこ
とを共有しました。新型コロナウイルス感染症に配慮
して、座席数を制限して開催されました。

　４月２日、「津田コミュニティバス」出発式が行わ
れました。このバスは、「まにわくん」の２路線を地
元団体が市の委託を受け自主運営するもので、 地
元団体が運行するのは、 市内２例目です。柔軟な
運行で、 自宅近くまで来てくれるより便利なバスと
してスタートしました。市内の過疎地域の公共交通
のあり方として先進的な試みですが、担い手を確保
して安定的に運営していくことが望まれます。

　１月28日、高梁市議会ＩＣＴ化推進特別委員会の
視察を受けました。ＩＣＴ活用による議会運営の迅速
化・効率化について、真庭市議会ＩＣＴ化推進部会が

Zoomを活用し、真
庭市議会委員会室
から高梁市議会へオ
ンラインで説明しま
した。真庭市と高梁
市、離れていても積
極的な意見交換が
行われました。

津田地域のあし 出発 

高梁市議会オンライン視察

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
SDGs円卓会議を開催
１月 ２月 ３月 ４月編

　４月６日、真庭市立中央図書館前で春の交通安
全県民運動出発式が、交通安全団体関係者50人が
参加して行われました。市内一斉に広報活動を行う
ことで、広く市民に周知し、交通安全意識の高揚を
図るとともに交通事故防止の徹底をめざします。

ゆっくり走ろう真庭路

交通安全を願って

期待を乗せて出発

ＳＤＧｓ円卓会議 オンラインでの意見交換



市民の広場

　議会の使命は、「具体的な政策の最終決定」と「行財
政運営の批判と監視」です。市民の皆さんの大事なお
金が、市民福祉の向上に有意義に活かされているかど
うか、しっかりとチェックしなければなりません。そのため
には、民主的な委員会運営を心掛けることは勿論のこ
と、委員会において行政が行う施策のひとつ一つを丁
寧に、しっかりと審議を尽くし、是非を判断して参ります。
また、政策についても委員会において議論し、執行部に
対し提言して行きます。

審議を尽くし、是非を判断

産業建設常任委員会　委員長　庄司　史郎

文教厚生常任委員会が所管する事項は、生活環境部、健康
福祉部、教育委員会、湯原温泉病院の案件であり、市民の皆さ
んの生活に深くかかわる内容です。議会が進めている議会改
革の一つに、委員会活動を中心にした政策形成サイクルがあり
ます。

令和元年に当委員会が政策提言を行った、「手話言語条例」が
今年からスタートします。今年も、市民や各種団体の皆さんとの
意見交換を行い、要望を市政に反映させて、共生社会の実現に
つなげていきます。市民の皆さん、現場の声を聴かせてください。

生活に役立つ政策提言を行う

文教厚生常任委員会　委員長　大月　説子

市民のためのより良い真庭市づくりには、議会活動が
活発であることが必須であると思っています。その議会
活動の根本である委員会活動において、市民代表として
の行政チェック、市民意見を反映した政策提言など、市
議会議員本来の仕事に全力で取組んでまいります。
　総務常任委員会では、議案質疑、政策づくりと委員
ひとりひとりが積極的に論議に参加する、また継続調
査項目の積極的な研究など、ワンチームとなり元気に
活動していきたいと思っています。

ワンチームで行政チェックと政策提言

総務常任委員会　委員長　柴田　正志

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会
に関する条例等に関する事項、議会と執行部との連絡、
会議秩序の保持に関すること、議会行事に関すること、議
案・陳情の取り扱い、議会の対外的問題に関すること、議
会の先例、事例に関すること、議会が行う選挙に関するこ
と、議員の儀礼等に関することなど、議会を円滑に運営す
るため委員の全会一致を基本に協議を進めていきます。
　また、議会改革の先導役としての委員会でもあり、市民
の方の目に見える議会改革を進めていきます。

さらなる議会改革を推進

議会運営委員会　委員長　緒形　尚

文
教
厚
生

総

務

議

運

産
業
建
設

◀
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門
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の
花
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り　
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Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
谷
弘
明

◀
竹
や
ぶ
か
ら
救
い
出
さ
れ
た
旭
川
い
ち
ば
ん
桜
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　絵画、イラスト、書、写真などを募集して
います。住所、氏名、電話番号を書いてく
ださい。ペンネームを希望される場合も連
絡先と氏名が書いてあることが必要です。
　「投稿！言いたい」は200字以内にまとめ、
ご応募ください。文責として氏名を掲載し
ます。誹謗中傷等の内容や紙面の都合
上、掲載できない場合があります。
応募先  真庭市議会
宛先:24ページの帯欄に記載しています

BO
集

三浦邸　大島将弘

日暮らしの風景　稲岡篤

勝山のお雛まつりにて　T
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ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
の はんざきさん ひと休み　松岡徹

モデル　宮本恵介

春草　ヤギ毎月恒例のしめ山早朝登山　まにわ・しめ山プロジェクト

日本・ミャンマー合作映画のZOOMトーク  サポ 鹿田の耕作放棄地有効活用　織田 石楠花を見学する親子　Ｍ.Ｏ

新緑と白皮　MA

◀奈良平宣子展にて　M

蟻の行進　カグラタニ

広場
市議会議員選挙、若手の議
員が増え、女性議員が3 人

となり、嬉しく感じて居ます。私自身も、一住民として
色々勉強していきたいなと思っています。市政報告
会や様々な発信をぜひお願いします。最近はテレビ
が無い世帯もあります。MIT も、ネット動画で 議会
の様子を配信して頂けると嬉しいです。 現在の感
染症流行により、またそれ以前からも困難な状況に
ある住民に寄り添う政策を考えていって欲しいと思い
ます。期待しています。                           　山崎真理

投稿！言いたい
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正
解
者
の
中
か
ら
４
人
に
﹁
パ
ラ

コ
ー
ド
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
﹂が
当
た

り
ま
す
。は
が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の
住

所
・
氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し

て
い
る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
切
は
6
月
30

日
︵
水
︶
で
す
。

　

前
号
の
応
募

総
数
は
40
通
で
、

正
解
者
40
人
で

し
た
。ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

８
月
31
日
㈫
ま
で

12
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
、
11
月
30

日
︵
火
︶
ま
で
で
す
。来
年
３
月
定
例
会
の
締
切
は
１

月
31
日
︵
月
︶、
来
年
６
月
定
例
会
の
締
切
は
５
月
31

日
︵
火
︶、
様
式
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。た
だ
し
、
土
日
祝
日
等
の
市
役

所
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き

は
、
誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、

陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

９
月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は 真

庭
市
議
会
議
員

の
人
数
は
？

人
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本
会
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開
会
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︶

本
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営
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決
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き
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テ
レ
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サ
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チ
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１
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　まにぞう

新人委員の
編集後記

大月 森脇 黒川 𠮷原 伊賀 緒形 池田

　

今
号
か
ら
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
に

加
わ
っ
た
新
人
議
員
の
𠮷
原
で
す
。

　

選
挙
の
関
係
も
あ
っ
て
今
回
は
編
集
開

始
か
ら
発
行
ま
で
に
時
間
が
た
い
へ
ん
短

く
、
さ
ら
に
は
メ
ン
バ
ー
６
名
の
う
ち
委

員
長
、
副
委
員
長
も
含
め
た
４
名
が
新
人

と
い
う
事
態
の
な
か
、
何
と
か
無
事
に
発

行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
忙
し
い
中

記
事
の
執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
輩
議
員
の
み
な

さ
ん
な
ら
び
に
諸
般
の
作
業
を
滞
り
な
く
手
配
下
さ
っ

た
事
務
局
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威
が
い

ま
だ
収
ま
ら
な
い
状
況
下
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

開
始
さ
れ
、
事
態
収
束
に
向
け
た
動
き
は
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
。一
日
も
早
く
以
前
の
日
常
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
い
ま
し
ば
ら
く
共
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

議
会
広
報
は
引
き
続
き
季
刊
ベ
ー
ス
で
皆
様
の
も

と
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。議
会
か
ら
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
ま
た
市
民
の
み
な
さ

ん
と
議
会
・
議
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
十
分
機
能
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
内
容
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
﹁
議
会
の
こ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い
﹂﹁
こ
ん
な
企
画

で
き
な
い
か
﹂等
、ご
意
見
い
た
だ
け
る
と
幸
甚
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
文
・
𠮷
原
）




